
Istanbul Weekly                                                               vol.6-no.41 

 

 

※掲載内容は、トルコの報道をまとめたものです。 1 

 

Istanbul Weeklyvol.6-no.41 

 
イ ス タ ン ブ ー ル  ウ ィ ー ク リ ー 

発行：在イスタンブール日本国総領事館 発行日：2017 年 11 月 17 日（金） 

― 今週のポイント ― 

 政治：エルドアン大統領、第 79 回アタテュルク追悼式典で CHP を批判。 

エルドアン大統領、湾岸諸国（クウェート・カタール）を訪問。 

 経済：EU、トルコの経済成長率予測を 3%から 5.3%に引上げ。 

9 月の経常収支赤字、昨年の倍以上に。 

10 月までの財政赤字、90 億ドルに。 

  治安：警察がイスタンブール等で ISIL 戦闘員 109 名を拘束。 

イスタンブールのアレヴィ派集会所に対する火炎瓶投てき事案が発生。 

  軍事：トルコ外務省が ISIL 戦闘員のラッカ退去に伴う SDF と ISIL の合意を非難。 

ジャニクリ国防相がロシアからの S-400 防衛システム購入完了を発表。 

 社会：イスタンブール市当局担当者、夜間に街を巡回。 

1,200 年前の商業船が蘇る。 

   

政治 
【内政】 

●バフチェリMHP党首、議席獲得制限ラインは「非常に厳しい

制限」 

7 日、バフチェリ MHP 党首は、総選挙での議席獲得のための

最低得票率を10%と定めたいわゆる「足きり条項」は、政党にと

って非常に厳しい制限であると述べ、同条項の見直しを求め

る旨発言した。一方で、11 日、アクシェネル優良党首は、世論

調査の結果、回答者の19.5%が優良党を支持すると回答したと

して、同党にとって、現在の足きり条項は問題にはならないと

発言した。（11 月 12 日付 M 紙 17 面） 

●エルドアン大統領、第 79 回アタテュルク追悼式典で CHP を

批判 

10 日、エルドアン大統領は、アンカラで開催された第 79 回アタ

テュルク追悼式典に出席し、同式典における演説で、CHP は

これまでアタテュルクを利用してきたと批判した (当館注：CHP

はアタテュルクが創設)。この発言を受け、オゼル CHP 院内総

務は、エルドアン大統領こそ、選挙で票を獲得するためにアタ

テュルクを利用している旨発言し、応酬した。（11 月 11 日 H 紙

18 面） 

【外交】 

●ユルドゥルム首相、米国を訪問 

9 日、訪米中のユルドゥルム首相は、ワシントンでペンス米国

副大統領と会談した。会談では、ギュレン師のトルコへの送還

問題や両国間の査証危機などが協議された。また、ユルドゥ

ルム首相は、FETO に関連する書類を米側に提示した。同首

相は、10 日にはニューヨークでグテーレス国連事務総長と会

談し、シリア、イラク及びキプロスを始めとした地域情勢を協議

した。（11 月 10 日付 M 紙 17 面及び 11 月 11 日付 H 紙 19 面） 

 
（写真は、11 月 9 日付 M 紙ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版より） 

●エルドアン大統領、プーチン露大統領と会談 

13 日、エルドアン大統領は、訪問先のソチでプーチン露大統

領と会談した。会談では、シリアを始めとした地域情勢、トル

コ・ロシア間の経済問題などが協議された。エルドアン大統領

は、会談後に実施された共同記者会見で、3 月の同大統領の

ロシア訪問やその後の両国首脳の電話会談等、首脳同士の

関係強化が進んでおり、トルコ・ロシア両国間で、地域的問題

に対する連帯や、信頼が更に深まっていると述べ、関係正常

化を強調した。 
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（写真は、11 月 14 日付 M 紙ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版より） 

●エルドアン大統領、湾岸諸国（クウェート・カタール）を訪問 

14 日、エルドアン大統領は、クウェートを訪問し、バヤン宮殿

で実施された署名式において、スポーツ、投資及び科学技術

分野の協力に関する文書に署名した。また、15 日には、カター

ルを訪問し、タミーム首長と会談した。会談後、両国首脳は、ト

ルコ・カタール最高戦略委員会第 3 回会合に出席し、観光や

放送分野を始めとする 11 件の二国間文書に署名した。（11 月

15 日付 H 紙 14 面及び 11 月 16 日付 H 紙 18 面） 

 
（写真は、11 月 14 日付 H 紙ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版より） 

 

経済 
【マクロ経済】 

●EU、トルコの経済成長率予測を 3%から 5.3%に引上げ 

9 日、EU が発表した「2017 年秋期欧州経済予測」において、ト

ルコの 2017 年の経済成長率予測が 3%（5 月時点）から 5.3%に

引き上げられた。2018 年についても 3.3%から 4%へ引上げ。同

予測は、輸出の伸びや為替相場におけるトルコリラの下落、

公共支出の強化等による財政刺激政策が、トルコ経済の信頼

回復に貢献したとしており、個人消費の伸びは年末にかけて

更に増大するとした。(11 月 10 日付 HDN 紙 10 面) 

●日本格付研究所、トルコの格付け BBB-で維持 

11 日、日本格付研究所(JCR)はトルコの外貨建長期発行体格

付、自国通貨建長期発行体格付を共に BBB-とし、見通しは

安定的と発表した。同研究所は、経済基盤の規模、銀行部門

の健全性、低水準の政府債務を肯定的に評価した一方で、低

貯蓄率、恒常的な経常収支赤字に見られるマクロ経済の不均

衡、国際金融市場への依存及び改善の余地の残る政治社会

情勢をマイナス評価の理由とした。(11 月 10 日付 AA) 

●S&P、トルコの 2017 年インフレ率は 10.8% 

9 日、国際格付け機関 S&P のジル・ソブリン格付担当専務は、

トルコの 2017 年の年間インフレ率は 10.8%に達すると発言。ト

ルコリラの為替下落の理由の一つはインフレ率の高騰にある

と述べた。(11 月 10 日付 AA) 

●9 月の経常収支赤字、昨年の倍以上に 

13 日、中央銀行は 9 月の経常収支赤字は予想以上に悪化

し、対前年同月比 2 倍以上の 45.3 億米ドルに達したと発表。

エネルギー、金等の輸入品コストの増加が経常収支赤字の増

大に拍車をかけているとアナリストは分析している。2017 年の

最初の 9 か月間で、同赤字の総計は対前年同期比 27％増の

311 億ドルとなった。(11 月 14 日付 HDN 紙 10 面) 

●8 月期失業率、10.6%に低下 

15 日、トルコ統計庁(TUIK)は 8 月期（7 月～9 月）失業率が

10.6%となり、対前期比 0.1%減、対前年同期比 0.6%減であった

と発表した。非農業部門の失業率は前年同期の 13.7％から

12.8%に低下。一方で、若年層(15-24 歳)失業率は対前年同期

比 0.7%上昇の 20.6%となった。(11 月 16 日付 HDN 紙 10 面) 

●10 月までの財政赤字、90 億ドルに 

15 日、財務省は、2017 年 10 月の財政赤字が 33 億トルコリラ

となり、今年の 10 月までの財政赤字の総計が 350 億トルコリ

ラ（約 90 億米ドル）となったと発表した。同期間の歳入は対前

年同期比 13.8%増の 5,094 億トルコリラとなったのに対し、歳出

は同 18.4%増の 5,444 億トルコリラとなった。(11 月 16 日付 HDN

紙 10 面) 

 

【金融】 

●メガバンクの協調融資に対し不当な「カルテル」の嫌疑 

14 日、競争庁は、大手国際銀行 13 行が協調融資の際に競争

法に違反したとする三菱東京 UFJ 銀行からの申告に基づき、

公聴会を実施した。競争庁の調査委員会は、13 行のうち 8 行

（東京三菱 UFJ 銀行、三井住友銀行、シティバンク、ドイツ銀

行、ING 銀行、JP モルガン、ロイヤルバンクオブスコットラン

ド、メリルリンチ）がカルテルを形成し、高金利の融資を行った

との結論を下した。同委員会は申告者である三菱東京 UFJ 銀

行を除いた 7 行に対して、売上高の 2%から 4%に当たる違反金

を要求したが、7 行は協調融資に必要な一連の行動はカルテ

ル形成とは異なるものとして反論。違反金を科すかどうかは、

29 日に決定される予定。(11 月 15 日付 H 紙ほか) 

●シムシェッキ副首相：米国のトルコ系金融機関への罰金報

道を否定 

15 日、シムシェッキ副首相は、トルコの金融機関の多くが米国

のイラン制裁に違反したとして同国から罰金を科される可能性

があると報道されていたことに関し、現在のところ 1 銀行にの

み疑義はあるも、ほとんどのトルコの金融機関には無関係で

あると言明した。(11 月 16 日付 HDN 紙 1 面及び 10 面) 

●トルコ輸出入銀行、アジア輸出銀行フォーラムのメンバーに 

15 日、トルコ輸出入銀行はアジア輸出銀行フォーラム(AEBF)

の準会員の資格を獲得したと発表。同行を含む 11 か国の輸

出入銀行が新たな銀行間相互与信チャンネルの開設のため

の包括協定に署名した。ユルドゥルム同行 CEO は、AEBF 会

員銀行との連携により、トルコ輸出入銀行の支援によるトルコ

の輸出がより増大すると確信していると述べた。(11 月 16 日付

HDN 紙 11 面) 

 

【業界動向】 

●自動車生産の 10 台に 8 台が輸出 

12 日、自動車工業会(OSD)が発表した 10 月レポートによると、

2017 年にトルコは最初の 10 か月間で対前年同期比 22%増の

110 万台の車両を輸出した。うち、乗用車は 76.9 万台で、同

34%増。なお、同期間に、トルコでは前年比 17%増の 138 万台

の車両が生産された。(11 月 14 日付 HDN 紙 11 面) 

●トルコ、日本と 5G 技術に関する協力合意に署名予定 

14 日、情報通信技術庁のサヤン総裁は、来週韓国で開催さ

れるグローバル 5G イベントにおいて、トルコと日本が 5G 技術

に関する協力合意に署名する予定であると発表。2020 年の運

用開始を目指し、将来的にはトルコが 5G以降の技術で世界を

リードする国となるとした。(11 月 15 日付 Daily Sabah 紙ｲﾝﾀｰ

ﾈｯﾄ版) 
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（写真は、11 月 15 日付 HDN 紙ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版から） 

 

【企業等の動き】 

●Turksat 衛星 5A/5B、エアバス社と契約締結 

9 日、トルコは次期商業衛星 Turksat5A/5B の生産・打ち上げ

についてエアバス社と正式に契約を締結した。アルスラン運輸

海事通信相は、両衛星はスペース・エクスプロレーション・テク

ノロジーズ（通称スペースＸ）社により打ち上げ予定と発言。ま

た、主要パーツの生産は、エアバス社の協力により、Turksat

社のエンジニアが国産で行うと発表された。(11 月 10 日付

HDN 紙 10 面) 

 
（写真は、11 月 9 日付 HDN 紙ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版から） 

●ホンダ、2009 年来の業績回復 

津村ホンダ・トルコ社長は、EU 圏における 2009 年の経済危機

によって、同社の成長計画は 10 年遅れをとっていたが、来月

から一日当たり 106 台から 173 台の増産を開始すると発表。

2007 年の同社の生産最高記録 2.2 万台を塗り替え、2.5 万台

を突破する意気込みを語った。(11 月 14 日付 HT 紙 12 面) 

●トルコ、民間航空分野でもロシアと提携 

13 日、トルコ航空宇宙産業(TAI)はロシアのイルクート社と戦

略的連携事業についての覚書に署名したと発表。同覚書で

は、2 社は民間航空の分野で共同デザイン及び共同生産を行

うとしている。イルクート社は近年中短距離ジェット旅客機

MC-21 の開発と生産に力を入れている。(11 月 14 日付 HDN

紙 11 面) 

 

【観光】 

●2018 年の観光収入は 300 億ドル 

8 日、クルトゥルムシュ文化観光相は、2018 年の観光産業の

収入は、ツアー計画に対するインセンティブや観光客の伸び

により、300 億ドルに達する見通しを発表。治安の悪化を受

け、2016 年の観光産業収入は221.1 億ドルと、2015 年の314.6

億ドルから減少していた。2017 年第 3 四半期のデータは、対

前年同期比 40%増と回復傾向で、2017 年は 260 億ドルの収入

を見込んでいる。(11 月 10 日付 HDN 紙 11 面) 

 

治安 
【ISIL 関係】 

●警察がイスタンブール等で ISIL 戦闘員 109 名を拘束 

10 日、警察は、イスタンブール、アダナ、トラブゾン、イズミル

県でオペレーションを実施し、ISIL 戦闘員 109 名（うち外国人

93 名）を拘束した。イスタンブール県警は、バージュラル、ベイ

コズ、ファーティヒ、クチュクチェクメジェ、ペンディック、サンジ

ャクテペ、シシリ区で一斉摘発を実施し、外国人容疑者 82 名

を拘束した。容疑者の一部は、トルコ入国前に ISIL 戦闘員とし

て戦っていたとされ、他の者はテログループに参加するためシ

リアへの入国を企図していた。（11 月 10 日付 HDN ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

版） 

【PKK 関係】 

●トルコ軍がアール県において PKK の爆弾搭載ドローンを押

収 

11 日、トルコ軍は、アール県において対テロオペレーションを

実施し、PKK の爆弾搭載ドローンを押収した。爆弾搭載ドロー

ンは、ISIL の攻撃手法として確認されていたが、PKK のテロ計

画で確認されたのは初めてとなる。押収されたドローンは、

300 メートル先から遠隔操作することが可能である。 （11 月 10

日付 HDN ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版）   

 
（写真は、11 月 10 日付 HDN 紙ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版より） 

【DHKP/C 関係】 

●警察と MIT がイスタンブールで DHKP/C 幹部を拘束 

8 日、警察と MIT は、イスタンブール市マルテペ区において合

同オペレーションを実施し、DHKP/C 幹部 1 名を拘束するとと

もに、銃器 2 丁、弾薬 32 発、暗号化パソコン及びメモリーカー

ドを押収した。（11 月 16 日付 HT ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版） 

【その他】 

●イスタンブールのアレヴィ派集会所に対する火炎瓶投てき

事案が発生 

9 日、イスタンブールのスルタンガーズィ区に所在するアレヴィ

派の集会所において、投石により窓ガラスが破損し、火炎瓶

が投げ込まれる事件が発生した。火炎瓶は絨毯に着火した

が、同集会所職員によって消化され、負傷者は出なかった。ア

レヴィ・ベクタシ財団のゼイネル・オダバシュ氏は、「我々は

ISIL の陰謀やアレヴィ派・スンニ派間の憎悪の感情をあおるこ

とにより、アレヴィ信者を誤った方向に導かせたりはしない。」

と述べた。（11 月 10 日付 HDN ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版） 

 
（写真は、11 月 10 日付 HDN 紙ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版より） 

●内務省が過去１週間の治安成果を発表 

13 日、内務省は、過去１週間における治安成果を発表した。

同期間中、テロ対策オペレーション 1,456 回を実施し、1,456 名

（うち PKK、ISIL、FETO 関連容疑者 1,167 名）を拘束し、シェル

ター78 か所、即席爆弾 21 個を破壊した。薬物対策について

は、77 県で 2,796 回のオペレーションを実施し、容疑者 3,682
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名を拘束した。サイバー犯罪対策については、173 名に対して

法的措置が講じられた。不法違法対策により、ブローカー110

名を含む 6,890 名が拘束された。(11 月 6 日付 HDN ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

版） 

●トルコ軍がトルコ・シリア国境で不法出入国者 3,775 名を拘

束 

トルコ軍は、13 日と 14 日の 2 日間でシリアからトルコへの不法

入国者 3,753 名及びトルコからシリアへの不法入国企図者 22

名を拘束し、イラン、ギリシャ及びブルガリアに情報提供を行っ

たと発表した。 (11 月 15 日付 HDN ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版） 

 
（写真は、11 月 15 日付 HDN 紙ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版より） 

●テロ防止のため警察官が航空機の主要路線に搭乗 

10月24日、テロ防止を目的として、警察官等を航空機に搭乗

させる法律が国会で承認された。これにより、警察官等は、テ

ロのリスクの高い路線を選定し、航空機の後方に座り、私服を

着用して銃器の携帯も分からないようにすることができる。(11

月15日付HDNｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版他） 

 

軍事 
●トルコ外務省が ISIL 戦闘員のラッカ退去に伴う SDF と ISIL

の合意を非難 

BBC が、SDF の許可により ISIL 戦闘員 250 名が 3，500 名の

家族と共に武装解除せずにラッカから退去したと報道したこと

を受け、14 日、トルコ外務省は、SDF と ISIL の合意を非難し、

PKK 及び YPG の真の目的は、既成事実を作って領域を占有

することだとの声明を発出した。米国が主導する対 ISIL 有志

連合の報道官は、ISIL 戦闘員がラッカ陥落直前に脱出した可

能性があると述べた。(11 月 15 日付 HDN ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版） 

 
（写真は、11 月 15 日付 HDN 紙ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版より） 

●ジャニクリ国防相がロシアからの S-400 防衛システム購入

完了を発表 

11 日、ジャニクリ国防相は、防衛システム S-400 の購入を完

了したと発表した。S-400 は、ロシア製の最先端長距離対空ミ

サイルで、一度に 300 個のターゲットを追跡することができ、弾

道ミサイルや巡航ミサイル等を迎撃する技術を有している。近

年、トルコは、国内の軍需産業の発展に力を入れており、海外

依存からの脱却を図っている。（11 月 10 日付 HDN ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

版） 

 
（写真は、11 月 10 日付 HDN 紙ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版より） 

●仏伊とミサイル防衛システム連携で基本合意書署名 

8 日、トルコは、フランス及びイタリアとの間で、それぞれ防空

システムを含む合同防衛計画の協力強化に関する合意書に

署名した。第一段階として、フランス・イタリアの合弁会社ユー

ロサムは、ユーロサム製 SAMP-T ミサイルシステムを基盤とし

たシステムを検討し、3 か国共通のニーズを決定するとしてい

る。トルコ国防省筋によると、トルコは、フランス及びイタリアと

軍用電子システム、ソフトウェア、シミュレーションシステム、戦

闘資機材、防空ミサイルシステムの共同生産について緊密に

連携していくこととしている。（11 月 9 日付 HDN ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版） 

 
（写真は、11 月 9 日付 HDN 紙ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版より） 

 

社会 
●ガラタ塔からベース・ジャンプ 

9 日、ベース・ジャンパーのジェンギズ・コチャック氏が高さ67 メ

ートルのガラタ塔からジャンプを行った。オスマン帝国時代の

17 世紀に人工翼でガラタ塔から飛行を試みたとされる発明家

アフメット・チェレビにならい企画されたもので、同氏は、「26 年

間ベース・ジャンプをやってきたが、今回はチェレビの伝説を

再現したもので、意味は大きい。」と述べた。なお、同氏は，

2018 年 5 月にアジア側のチャムルジャの丘のテレビ塔からの

ジャンプを計画している。（11 月 10 日付 HDN 紙 2 面他） 

 
（写真は、11 月 10 日付 HDN 紙ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版から） 

●第 39 回イスタンブール・マラソン開催 

12 日、「子供たちの未来のために」をテーマにした第 39 回イス

タンブール・マラソンが開催され、世界 100 か国から車椅子走

者も含めた約 12 万 5 千人が参加した。フル・マラソンの部では

男女ともアフリカ勢が上位を占め、トルコ人走者では男性が 9
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位、女性が 8、9、10 位にそれぞれ入賞した。（11 月 13 日付 HT

紙 24 面他） 

 
（写真は、11 月 13 日付 HT 紙ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版から） 

●イスタンブール・ブック・フェア、最終日まで大賑わい 

今年で第 36 回目となる「インターナショナル・イスタンブール・

ブック・フェア」の最終日には、多くの人が足を運び、会場前の

歩道橋や周辺は来場者で混雑し、交通警察が整理に当たっ

た。4 日から 12 日までの開催期間中、国内外から約 820 の出

版社と市民組織が参加した。（11 月 13 日付 HT 紙 22 面） 

●イスタンブール市当局担当者、夜間に街を巡回 

ウイサル・イスタンブール市長の指示の下、より住みやすい街

づくりを目指すため、交通局、水道局など 14 部局の職員 758

人が午前 0 時から朝まで市内を巡回した。道路の不具合、水

道管の損傷、壁の落書き、不法ポスターの撤去など、様々な

問題を即座に解決することを目的としており、今後も継続す

る。（11 月 14 日付 HT 紙 21 面） 

●ベイリクデュズ区、携帯電話への緊急速報システム導入へ 

12 日、イスタンブール市ベイリクデュズ区は、トルコで初めて

住人に対し緊急速報を携帯電話へ送るシステムを導入した。

同システムによって災害発生場所や区内にある避難場所案

内などを即座に把握することができる。（11 月 14 日付 HT 紙

21 面） 

●モノレール、金閣湾海底トンネル建設却下される 

14 日、ウイサル・イスタンブール市長は、前市長の任期中に計

画された金閣湾海底トンネル建設計画に続き、セファキョイと

バシャクシェヒルを結ぶモノレール建設の取りやめを決定し

た。その理由として，周辺住民の反対と景観の問題を挙げて

おり、代替案として、地下鉄、路面電車の建設を検討している

ことを明らかにした。（11 月 15 日 HT 紙 23 面） 

●ボスポラス海峡に響く音色 

市内各所の街頭や地下鉄駅構内などで活動するストリート・ア

ーティストの中で、特にベシクタシュとカドゥキョイを結ぶフェリ

ー内でギターとクラリネットを演奏する若者デュオが人気だ。こ

の演奏は月曜日、金曜日、日曜日行われ、約 30 分間の航行

時間が利用客にとって楽しいものになっている。（11 月15 日付

HT 紙 23 面） 

●1,200 年前の商業船、考古学博物館で展示される 

イスタンブール大学と民間造船会社が共同制作した 9 世紀の

商業船のレプリカ「イェニカプ 12」の展示が考古学博物館で始

まった。レプリカはボスフォラス海峡横断地下鉄マルマライ

（2013 年 10 月開通）の建設現場であったイェニカプ港跡から

発掘した 37 隻の木造船をもとにしたもの。2018 年マルセイユ

（仏）で開かれる「第15 回船舶考古学に関する国際シンポジウ

ム」での展示も予定している。（11 月 16 日付 HT 紙 21 面他） 

 

 

 

 

 
（写真は、11 月 16 日付 HT 紙ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版から） 

●2018 年 1 月 1 日から水道代 5％値下げ 

ウイサル・イスタンブール市長が提示した「水道代の 5%値下げ

案」が、2018 年 1 月 1 日から実施される。これにより一般家庭

に供給される水道水の値段は、1 立法メートル 4.59 トルコリラ

から 4.37 トルコリラとなる。（11 月 16 日 HT 紙 21 面） 
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